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変換毎に装具を当て直すことで除圧を図る対策を
実施した．下半期も発生報告はあるが，発生件数
は減少してきている．
　今年度は病棟スタッフへMDRPUについて意識
付けを行い，潜在していた褥瘡が顕在し褥瘡発生
件数が増加した一面もあると考えている．その中
で昨年発生件数の多かったMDRPUに対し取り組
み発生件数減少につなげることができたのは大き
な成果であった．今後は，原因別の対策を実施す
るとともに，ケアが継続されるようスタッフに原
因・対策の周知徹底を図っていく必要がある．ま
た，発生原因を分析した結果，循環不全・浮腫の
ある患者にMDRPU発生が多かった．医療機器ご
との対策を実施するとともに，患者の全身状態
からMDRPU発生リスクをアセスメントしケアを
行っていくとが重要であると考える．
Ⅶ．おわりに
　平成29年度MDRPU新規発生0％を目標に掲げ，
発生原因の分析・対策の実施を行い，スタッフへ
のMDRPU発生原因や対策を周知したことで発生
件数減少へ繋げることができた．しかし，新規発
生0％にはほど遠く，今年度顕在化したMDRPU
発生原因への対策実施は急務である．今後も原因
分析・対策検討・スタッフへMDRPU発生原因・
対策を周知徹底し新規発生0％に向けた取り組み
を続けていきたい．
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